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は
じ
め
に 

 

前
号
に
引
き
続
き
、
糖
尿
病
の
お
話
で
す
。 

 

前
号
で
は
糖
尿
病
と
は
ど
の
よ
う
な
病
気

で
、
ど
ん
な
自
覚
症
状
が
あ
る
か
、
診
断
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
、
糖
尿
病
の
合
併
症
に
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
に
つ
い
て
ご
説
明
し

ま
し
た
。
今
回
は
糖
尿
病
に
な
っ
た
場
合
の
治

療
と
合
併
症
対
策
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。 

 

糖
尿
病
の
治
療 

 

糖
尿
病
の
治
療
に
は
食
事
療
法
・
運
動
療

法
・
薬
物
療
法
が
あ
り
ま
す
。
治
療
の
基
本
は

食
事
療
法
・
運
動
療
法
で
、
そ
れ
ら
で
不
十
分

な
場
合
に
初
め
て
薬
物
療
法
を
開
始
し
ま
す
。 

  
特
集 

糖
尿
病
の
治
療
と
合
併
症
対
策 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院 

 

糖
尿
病
内
科 

川
越
千
恵
美 

［食
事
療
法
］ 

 

イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用
不
足
が
原
因
と
な
っ
て

発
症
す
る
糖
尿
病
に
お
い
て
、
食
事
療
法
は 

非
常
に
重
要
で
す
。
食
事
療
法
と
し
て
、
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

 

☑ 

適
正
な
カ
ロ
リ
ー
摂
取
で
食
べ
過
ぎ
な

い
。
腹
八
分
。 

☑ 

１
日
３
食
を
規
則
正
し
く
食
べ
る
。 

☑ 
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
糖
分
を
摂
り
過

ぎ
な
い
。 

☑ 

ゆ
っ
く
り
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
。 

☑ 

食
べ
物
の
順
番
を
考
え
る
。 

  

カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
は
標
準
体
重
（※
１
）と
身

体
活
動
量
（※
２
）か
ら
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
適
正
な
カ
ロ
リ
ー
摂
取
の
た
め
に
は
、
ご
自

身
の
カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
を
確
認
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
食
べ
る
順
番
は
食
物
繊

維
を
多
く
含
む
食
品
（野
菜
、
海
藻
な
ど
）を

※1 標準体重の求め方 

標準体重（ｋｇ） 

＝身長（m）×身長（ｍ）×22 

（例）身長165センチの場合 

1.65×1.65×22＝59.9 

標準体重は59.9ｋｇ 

※2 標準体重1ｋｇあたりの身体活動

量の目安 

・軽労作（デスクワーク主体） 

25～30キロカロリー 

・普通の労作（立ち仕事が多い職業） 

30～35キロカロリー 

・重い労作（力仕事の多い職業） 

35キロカロリー～ 
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食
べ
始
め
に
と
る
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

 

［
運
動
療
法
］ 

 

運
動
療
法
に
よ
っ
て
ブ
ド
ウ
糖
の
消
費
・イ
ン

ス
リ
ン
抵
抗
性
の
改
善
・
肥
満
の
是
正
が
可
能

と
な
り
ま
す
。 

 

少
な
く
と
も
１
回
20
～
30
分
以
上
、
週
３

回
以
上
の
有
酸
素
運
動
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
サ

イ
ク
リ
ン
グ
、
水
泳
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
）
を

食
後
の
血
糖
上
昇
ピ
ー
ク
（食
事
後
１
～
２
時

間
）
に
合
わ
せ
て
行
う
の
が
理
想
的
で
す
。
筋

ト
レ
な
ど
も
適
宜
合
わ
せ
て
行
う
と
さ
ら
に

効
果
的
で
す
。 

 

し
か
し
、
運
動
療
法
は
や
り
方
を
誤
る
と
、

逆
効
果
と
な
り
、
症
状
が
悪
化
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
始
め
る
前
に
は
、
必
ず
、
メ
デ
ィ
カ

ル
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、
運
動
し
て
も
問
題
な
い
か

医
師
に
相
談
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

［薬
物
療
法
］ 

 

糖
尿
病
治
療
薬
に
は
、経
口
薬
と
注
射
薬
が

あ
り
ま
す
。 

 

一
般
的
に
は
、
患
者
さ
ん
の
負
担
の
少
な
い

経
口
薬
か
ら
治
療
を
開
始
し
、
イ
ン
ス
リ
ン
な

ど
の
注
射
薬
は
、
経
口
薬
で
充
分
な
血
糖
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
、
は
じ
め
て
使

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
急
な
発
症
や
経
口
薬
の

中
断
な
ど
で
、
著
し
い
高
血
糖
に
陥
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
に
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
治
療
か
ら
開
始
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
低
下
（イ
ン
ス
リ
ン
の
量
が

減
っ
て
い
る
）、
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
の
増
大
（イ

ン
ス
リ
ン
へ
の
感
受
性
の
低
下
）に
よ
り
、
イ
ン
ス

リ
ン
作
用
不
足
と
な
り
、
高
血
糖
が
引
き
起
こ

さ
れ
、
、
そ
の
高
血
糖
が
さ
ら
に
イ
ン
ス
リ
ン
抵

抗
性
増
大
と
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
能
低
下
を
促

進
す
る
こ
と
で
（糖
毒
性
）、糖
尿
病
が
発
症
し

ま
す
（図
１
）。 

そ
の
た
め
、糖
尿
病
の
経
口
薬

は
こ
の
よ
う
な
病
態
に
合
わ
せ
、
①
イ
ン
ス
リ
ン

抵
抗
性
改
善
系
、
②
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
促
進

系
、
③
糖
吸
収
・排
泄
調
節
系
の
３
つ
に
、
大
き

く
に
分
け
ら
れ
ま
す
（表
１
）。 

 

長
い
間
、
糖
尿
病
薬
の
中
心
は
、
イ
ン
ス
リ
ン

分
泌
促
進
系
の
Ｓ
Ｕ
薬
（ス
ル
ホ
ニ
ル
尿
素
薬
）

＜図1＞ 2型糖尿病の病態 

 

 

インスリン 

作用不足 

高血糖 インスリン抵抗性 

増大 

インスリン 

分泌能低下 

食後高血糖 

空腹時高血糖 

糖毒性 
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さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

糖
尿
病
の
合
併
症
対
策 

 

糖
尿
病
の
合
併
症
に
は
、
糖
尿
病
網
膜
症
、

糖
尿
病
神
経
障
害
、
糖
尿
病
腎
症
、
大
血
管
障

害
（心
筋
梗
塞
・脳
梗
塞
な
ど
）な
ど
が
あ
り
ま

す
。合
併
症
は
、時
に
命
に
か
か
わ
る
場
合
が
あ

る
他
、
進
行
す
る
と
毎
日
の
生
活
の
質
の
低
下

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
合
併
症
を
発
症
・進
行

さ
せ
な
い
よ
う
、
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

 

合
併
症
対
策
と
し
て
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
以

外
に
、
以
下
の
項
目
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

合
併
症
を
発
症
し
な
い
た
め
に 

１ 

高
血
圧
の
改
善 

２ 

肥
満
の
是
正 

３ 

脂
質
異
常
の
改
善 

４ 

禁
煙 

５ 

適
度
の
ア
ル
コ
ー
ル 

６ 

ス
ト
レ
ス
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル 

７ 

生
活
習
慣
の
是
正 

規
則
正
し
い
生
活  

で
し
た
。
し
か
し
、
２
０
０
９
年
に
イ
ン
ク
レ
チ
ン

関
連
薬
の
Ｄ
Ｐ
Ｐ-

４
阻
害
薬
、２
０
１
０
年
に
イ

ン
ク
レ
チ
ン
関
連
薬
の
注
射
薬
Ｇ
Ｌ
Ｐ-

１
受
容

体
作
動
薬
が
、
２
０
１
４
年
に
Ｓ
Ｇ
Ｌ
Ｔ-

２
阻
害

薬
が
登
場
し
、
糖
尿
病
治
療
は
、
飛
躍
的
に
進

歩
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
薬
は
、血
糖
降
下
作
用

が
優
れ
て
い
る
わ
り
に
、
Ｓ
Ｕ
薬
の
最
大
の
欠
点

で
あ
る
低
血
糖
を
単
独
で
は
起
こ
し
に
く
く
、

体
重
増
加
も
来
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
イ
ン
ク
レ

チ
ン
関
連
薬
は
、
血
糖
値
に
応
じ
て
イ
ン
ス
リ
ン

分
泌
を
調
整
す
る
た
め
、
低
血
糖
の
み
な
ら
ず

高
血
糖
も
改
善
し
、
質
の
高
い
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
可
能
に
し
ま
す
。
一
方
、
Ｓ
Ｇ
Ｌ
Ｔ-

２
阻
害

薬
は
、
尿
か
ら
糖
を
排
泄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

血
糖
値
を
改
善
し
ま
す
が
、こ
れ
に
よ
り
、体
重

を
平
均
２
～
３
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度
減
少
さ
せ
、イ

ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。さ
ら
に
、最
近
、Ｇ
Ｌ
Ｐ-

１
受
容
体
作
動
薬

や
Ｓ
Ｇ
Ｌ
Ｔ-

２
阻
害
薬
に
は
、
血
糖
降
下
作
用

以
外
に
、心
疾
患
や
腎
疾
患
の
進
行
を
遅
ら
せ

る
効
果
が
あ
る
と
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
糖
尿
病
治
療
薬
は
、
こ
こ
10
年

で
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
個
人
に
あ
っ
た
適

切
な
治
療
薬
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
患

者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
が
維
持
・改
善

最
後
に 

 

糖
尿
病
は
完
治
す
る
こ
と
が
難
し
い
疾
患
で

す
が
、血
糖
、体
重
、血
圧
な
ど
を
良
好
な
状
態

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
合
併
症
の
発
症
や
進
展
を

阻
止
す
る
こ
と
で
、
健
康
な
人
と
同
様
な
日
常

生
活
の
質
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
で
す 

（図
２
）
。 

 

何
よ
り
大
切
な
の
は
早
期
発
見
・早
期
治
療

で
す
。
健
診
で
再
検
査
な
ど
の
指
摘
を
受
け
た

場
合
に
は
、
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
と
そ
の
ま

ま
に
せ
ず
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。 

（東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
・糖
尿
病
内
科 

川
越 

千
恵
美
） 

糖
尿
病
教
室
の
ご
案
内 

 

当
院
で
は
毎
月
１
回
、月
曜
日
に
糖

尿
病
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

予
約
は
不
要
、ど
な
た
で
も
無
料
で

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

 

講
演
内
容
等
は
院
内
掲
示
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
お

り
ま
す
。 
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2型糖尿病

の病態  

経口糖尿病降下薬  

機序 種類 主な作用薬 

ｲﾝｽﾘﾝ 

抵抗性増大  

ｲﾝｽﾘﾝ抵抗性

改善系  

ﾋﾞｸﾞｱﾅｲﾄﾞ薬 肝臓での糖新生の抑制 

ﾁｱｿﾞﾘｼﾞﾝ薬 骨格筋・肝臓でのｲﾝｽﾘﾝ感受性の改善 

ｲﾝｽﾘﾝ 

分泌低下  

ｲﾝｽﾘﾝ分泌 

促進系  

ｽﾙﾎﾆﾙ尿素薬（SU薬） ｲﾝｽﾘﾝ分泌の促進 

速効ｲﾝｽﾘﾝ分泌促進薬 

（ｸﾞﾘﾆﾄﾞ薬） 

より速やかなｲﾝｽﾘﾝ分泌の促進・食後高血

糖の改善 

DPP-4阻害薬 
血糖依存性のｲﾝｽﾘﾝ分泌促進とｸﾞﾙｶｺﾞﾝ分泌

抑制 

高血糖  

α-ｸﾞﾙｺｼﾀﾞｰｾﾞ阻害薬

（α-GI) 
炭水化物の吸収遅延・食後高血糖の改善 

糖吸収・ 

排泄調節系  
SGLT2阻害薬 

腎での再吸収阻害性による尿中ブドウ糖の

排泄促進 

＜表1＞ 糖尿病薬（飲み薬）の種類と特徴 

健康な人と変わらない日常生活の質（QOL）の維持、 

健康な人と変わらない寿命の確保 

糖尿病細小血管合併症（網膜症、腎症、神経障害）および 

動脈硬化性疾患（冠動脈疾患、脳血管障害、末梢動脈疾患）の発症、

進展の阻止 

血糖、体重、血圧、血清脂質の

良好なコントロール状態の維持 

＜図2＞ 糖尿病治療の目標 

（日本糖尿病学会編・著，糖尿病治療ｶﾞｲﾄﾞ2018-2019，P.286，文光堂，2018） 
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季節のレシピ 
 

今
回
は
秋
が
旬
の
さ
つ
ま
い
も
を

使
っ
た
レ
シ
ピ
で
す
。 

 

さ
つ
ま
い
も
の
甘
さ
を
楽
し
め
る

サ
ラ
ダ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

さ
つ
ま
い
も
と
カ
リ
カ
リ

ベ
ー
コ
ン
の
サ
ラ
ダ 

＜1人分の栄養成分＞ 

エネルギー 249 kcal 

たんぱく質   3.9 g 

脂質    18.8 g 

塩分 

 相当量   0.8 g 

カリウム     335 mg 

リン            91 mg 

 
 

<

材
料> 
 

１
人
分 

 

・
さ
つ
ま
い
も  

40
ｇ 

 

・
ベ
ー
コ
ン 

 
 

20
ｇ 

 

・
ニ
ン
ジ
ン     

15
ｇ 

 

・
き
ゅ
う
り     

15
ｇ 

 

・
た
ま
ね
ぎ     

15
ｇ 

 

・
マ
ヨ
ネ
ー
ズ 

15
ｇ 

 
<

作
り
方> 

① 

さ
つ
ま
い
も
、ニ
ン
ジ
ン
、き
ゅ
う
り
、た
ま

ね
ぎ
を
サ
イ
コ
ロ
状
（約
１
セ
ン
チ
角
）に

切
る
。 

② 

さ
つ
ま
い
も
を
水
に
５
～
10
分
程
度 

浸
し
、
あ
く
抜
き
を
す
る
。 

③ 

さ
つ
ま
い
も
、
ニ
ン
ジ
ン
、
た
ま
ね
ぎ
を 

そ
れ
ぞ
れ
柔
ら
く
な
る
ま
で
ボ
イ
ル
す

る
。 

④ 

ベ
ー
コ
ン
を
約
１
セ
ン
チ
角
に
切
り
、
フ
ラ

イ
パ
ン
で
カ
リ
カ
リ
に
な
る
よ
う
に
炒
め

る
。 

⑤ 

き
ゅ
う
り
と
ボ
イ
ル
し
た
さ
つ
ま
い
も
、

ニ
ン
ジ
ン
、
た
ま
ね
ぎ
と
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
混

ぜ
、
④
の
ベ
ー
コ
ン
を
上
に
盛
り
付
け
れ

ば
出
来
あ
が
り
。   

▣ 

さ
つ
ま
い
も
は
甘
く
て
美
味
し
い
で

す
が
、
糖
分
も
多
く
、
糖
尿
病
の
方
は

注
意
が
必
要
で
す
。
糖
質
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
必
要
な
方
は
、
イ
モ
類
（さ

つ
ま
い
も
、
じ
ゃ
が
芋
、里
芋
な
ど
）を

食
べ
る
時
は
、
ご
は
ん
や
パ
ン
、
嗜
好

品
の
量
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。 

▣ 

イ
モ
類
は
カ
リ
ウ
ム
が
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。慢
性
腎
臓
病
が
進
ん
で
い

る
方
や
透
析
を
さ
れ
て
い
る
方
は
１

日
60
ｇ
以
下
と
し
、
連
日
の
摂
取
は
避

け
ま
し
ょ
う
。     

（栄
養
部 

 
 

管
理
栄
養
士
・小
川
晴
久
） 

 
<

豆
知
識>

 

 

電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
し
た
さ
つ

ま
い
も
は
、
な
ぜ
甘
く
な
い
？ 

 

さ
つ
ま
い
も
に
含
ま
れ
て
い
る
、
で

ん
ぷ
ん
を
分
解
す
る
酵
素･

ア
ミ

ラ
ー
ゼ
は
、
80
℃
以
下
で
徐
々
に

加
熱
す
る
と
甘
み
が
出
る
性
質
が

あ
り
ま
す
。
電
子
レ
ン
ジ
で
の
加
熱

は
急
激
に
温
度
が
高
く
な
る
た
め
、

甘
み
が
で
な
い
の
で
す
。
さ
つ
ま
い

も
は
、
ボ
イ
ル
す
る
こ
と
が
お
す
す

め
で
す
。  
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10月6日は 

 秋のふれあい健康まつり 

 

左
記
の
日
程
で
「  

２
０
１
９
秋
の
ふ
れ
あ
い
健
康
ま
つ

り
」を
開
催
し
ま
す
。お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

［
日
時
］ 

10
月
６
日
（日
） 

 

10
時
00
分
～
15
時
00
分 

［
会
場
］ 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い 

［
内 

容
］ 

（
１
階
） 

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー 

■ 
聖
徳
大
学
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
公
演 

■ 

Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験 

■ 

簡
易
検
査
（血
糖
・血
圧
測
定
） 

■ 

健
康
相
談 

■ 

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、
輪
投
げ
な
ど 

 

（
２
階
） 

検
査
コ
ー
ナ
ー 

※ 

当
日
受
付
（定
員
あ
り
、
整
理
券
配
布
） 

・
骨
密
度
測
定
（骨
粗
し
ょ
う
症
） 

・Ａ
Ｂ
Ｉ
検
査
（血
管
の
硬
さ
・つ
ま
り
具
合
を
測
定
） 

・
Ｉ
ｎ 

Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
測
定
（体
の
水
分
・筋
肉
量
） 

【 

午
前
の
部
】 

10
時
～
12
時 

【 

午
後
の
部
】 

13
時
～
15
時 

 

午
前
・午
後
の
各
部
、
開
始
10
分
前
よ
り
整
理

券
を
配
布
し
ま
す
。１
回
の
受
付
に
つ
き
、
１
つ
の
検

査
の
み
受
付
可
能
で
す
。 

（６
階
） 

健
康
カ
レ
ッ
ジ
（講
演
会
） 

※
予
約
不
要 

〈 

10
時
00
分
～
11
時
00
分
） 

① 

最
新
の
狭
心
症
・心
筋
梗
塞 

 
 

 

―
胸
痛
か
ら
、
対
策
、
治
療
、
予
防
ま
で
― 

（
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い
・院
長
・川
越
康
博
） 

〈 

11
時
10
分
～
12
時
10
分
） 

② 

痛
風
と
高
尿
酸
血
症
に
つ
い
て 

 
 

 

（東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
・ 

腎
臓
内
科
部
長
・小
野
﨑 

彰
） 

〈 

13
時
00
分
～
13
時
50
分
〉 

③ 

膀
胱
と
よ
い
関
係
を
築
け
て
い
ま
す
か 

 
 

 

―
気
持
ち
よ
い
排
尿
を
す
る
た
め
に
― 

 
 

 

（東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
・ 

泌
尿
器
科
部
長
・冨
田
晋
太
郎
） 

〈 

14
時
00
分
～
15
時
00
分
〉 

④ 

正
し
く
知
ろ
う
、 

 
 

 
 

こ
こ
ま
で
進
歩
し
た
が
ん
医
療
最
前
線 

 
 

 

（東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
・ 

泌
尿
器
科
准
教
授
・木
村
高
弘
） 

 

※ 

そ
の
他
の
詳
細
は
ポ
ス
タ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。 
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健
康
カ
レ
ッ
ジ
・
勉
強
会
の
ご
案
内 

 
 

東
葛
み
ら
い
健
康
カ
レ
ッ
ジ 

【 

会 

場
】  

 
 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い 

６
階
ホ
ー
ル 

【  

受 

付
】
13
時
30
分
～ 

【  

講 

演
】
14
時
00
分
～
15
時
30
分 

【 

日
程
お
よ
び
内
容
・
講
師
】 

11
月
２
日
（土
） 

「 

健
康
寿
命
を
の
ば
す
肺
活
（
は
い
か
つ
）」 

 
 

（
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
・ 

呼
吸
器
内
科
部
長
・亀
山
伸
吉
） 

11
月
９
日
（土
） 

「 

高
脂
血
症
の
改
善
と
動
脈
硬
化
の
予
防
（コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
を
下
げ
る
食
事
・

運
動
療
法
」 

 
 

（
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い
・院
長 川

越
康
博
） 

11
月
30
日
（土
） 

「 

健
康
寿
命
を
延
ば
す
―
人
生
ラ
ス
ト
10
年

問
題
ー
」 

 
 

（東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
・副
院
長 秋

山
和
宏
） 

12
月
14
日
（土
） 

「 

長
寿
と
認
知
症
（あ
な
た
は
大
丈
夫
？
認

知
症
の
チ
ェ
ッ
ク
と
予
防
」 

 

（東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ 

 

理
事
長
・小
田
清
一
） 

【 

会
場
】 

 
 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い 

６
階
ホ
ー
ル 

【 

受
付
】 

13
時
30
分
～ 

【 

講
演
】 

14
時
00
分
～
15
時
40
分 

腎
臓
病
勉
強
会 

【 

日
程
・講
演
内
容
・講
師
】 

10
月
26
日
（土
） 

「 

慢
性
腎
臓
病
患
者
さ
ん
が
気
を
つ
け
た
い

生
活
習
慣
」 

 

（東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
・ 

腎
臓
内
科
部
長
・小
野
﨑 

彰
） 

「 

タ
ン
パ
ク
質
を
上
手
に
抑
え
る
た
め
に
は
」 

（管
理
栄
養
士
・梅
林
広
子
） 

12
月
７
日
（土
） 

「 

慢
性
腎
臓
病
の
治
療
法
と
そ
の
選
択
」 

 

（東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
・ 

病
院
長
・東 

仲
宣
） 

■ 

外
食
・惣
菜
・弁
当
の
時
は
ど
う
す
る
？

上
手
な
食
べ
方
の
ス
ス
メ 

（管
理
栄
養
士
・梅
林
広
子
） 
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透
析
勉
強
会 

【 

会 

場
】  

 
 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い 

６
階
ホ
ー
ル 

【  

受 

付
】 

14
時
30
分
～ 

【  

講 

演
】 

15
時
00
分
～
15
時
45
分 

【 

日
程
お
よ
び
内
容
・
講
師
】 

10
月
28
日
（月
） 

 

「 

イ
ン
ス
リ
ン
療
法
の
す
す
め
方
」 

 

（
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
・ 

 
 

 
 

 

糖
尿
病
内
科
医
師
・川
越
千
恵
美
） 

11
月
25
日
（月
） 

 

「 

糖
尿
病
か
ら
腎
臓
が
悪
く
な
る
？
」 

 

（
糖
尿
病
外
来
看
護
師
） 

12
月
16
日
（月
） 

 

「 

糖
尿
病
か
ら
目
が
悪
く
な
る
？
」 

 

（
糖
尿
病
外
来
看
護
師
） 

 

「 

年
末
年
始
の
食
事
で
気
を
つ
け
る
こ
と
」 

 

（
糖
尿
病
療
養
指
導
士
・
管
理
栄
養
士
） 

１
月
27
日
（月
） 

 

「 

糖
尿
病
だ
か
ら
知
っ
て
お
き
た
い
足
の
話
」 

 
 

 

（
皮
膚
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
・ 

特
定
看
護
師
・
浦
田
克
美
） 

【 

受 

付
】 

９
時
00
分
～ 

【 

講 

演
】 

９
時
30
分
～
11
時
00
分 

【 

日
程
・会
場
お
よ
び
内
容
・講
師
】 

10
月
20
日
（日
） 

〈 

会
場
〉 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
松
戸 

■ 

長
時
間
透
析
を
す
す
め
る
理
由 

（臨
床
工
学
技
士
・熊
谷
孝
之
） 

■ 

座
っ
て
で
き
る
か
ん
た
ん
筋
ト
レ 

 

（理
学
療
法
士
・藤
田
芙
美
子
） 

■ 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
よ
う 

（看
護
師
・柴
田
瑞
穂
） 

11
月
３
日
（日
） 

〈 

会
場
〉 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い 

■ 

長
時
間
透
析
の
効
果
に
つ
い
て 

（臨
床
工
学
技
士
・鳥
井
里
香
） 

■ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
に 

つ
い
て 

（看
護
師
・守
田
真
理
愛
） 

■ 

筋
力
低
下
予
防
と
エ
ル
カ
ル
チ
ン
に
つ
い
て 

 
 

（東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い
副
院
長
・ 

中
澤
了
一
） 

 
 

糖
尿
病
教
室 

※ 

東
葛
み
ら
い
健
康
カ
レ
ッ
ジ
、
糖
尿
病
教

室
、
腎
臓
病
教
室
、
透
析
教
室
は
ど
な
た

で
も
、
無
料
で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

事
前
の
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、

直
接
会
場
へお
越
し
く
だ
さ
い
。 

※ 

東
葛
み
ら
い
健
康
カ
レ
ッ
ジ
、
糖
尿
病
教

室
、腎
臓
病
教
室
は
『 

ま
つ
ど
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
』５
マ
イ
ル
対
象
の
講
座
で
す
。 

※ 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

院
内
掲
示
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

12
月
１
日
（日
） 

〈 

会
場
〉 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
小
岩 

■ 

乾
燥
に
負
け
な
い
美
肌
ケ
ア 

 
 

 
 

 
 

 
 

（准
看
護
師
・平
野
善
美
） 

■ 

長
時
間
透
析
に
関
し
て 

（臨
床
工
学
技
士
・小
島
定
夫
） 

■ 

お
家
の
中
で
で
き
る
運
動 

（臨
床
工
学
技
士
・池
田
太
寛
幸
） 

■ 

元
気
に
過
ご
す
た
め
の
上
手
な
お
か
ず
の

食
べ
方 

（管
理
栄
養
士
・梅
林
広
子
） 
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  ～小・中学生の職場見学～ 

ようこそ！東葛クリニックグループへ 

 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
で
は
、
学
生
の
職
場
見
学
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。 

 

２
０
１
９
年
８
月
、浦
安
市
立
日
の
出
南
小
学
校
、松
戸
市
立
小
金
北
小
学
校
、

松
戸
市
立
中
部
小
学
校
の
児
童
・生
徒
の
皆
さ
ん
が
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
に
来

院
し
ま
し
た
。 

 
児
童
た
ち
は
様
々
な
職
種
の
仕
事
を
見
学
す
る
と
と
も
に
、リ
ハ
ビ
リ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
体
験
も
行
い
ま
し
た
。 

＜当院の理念＞ 

其 接 也 以 恕 （その接
せっ

するや恕
じ ょ

をもってし） 

其 治 也 以 協 （その治
ち

するや協
きょう

をもってす） 
  

 私たちは、相手の立場に立った思いやりの心である恕の精神で人に接し、

専門性を超えたコミュニケーションを尊重する協の精神でチーム医療を推

進し、これがもたらす最適医療の成果を患者さんに提供することを誓います。 
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ふれあい      通信 

 

当
法
人
で
は
「 

ふ
れ
あ
い

箱
」
（ご
意
見
箱
）の
設
置
や
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
よ
り
、
患

者
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要

望
を
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た 

ご
意
見
を
検
討
し
、
東
葛
ク
リ

ニ
ッ
ク
循
環
バ
ス
の
運
行
時
刻

を
２
０
１
９
年
９
月
に
改
定
い

た
し
ま
し
た
。 

［
改
善
点
］ 

① 

運
行
本
数
を
増
便
し
ま

し
た 

② 

最
終
運
行
時
刻
が
遅
く

な
り
ま
し
た 

 

今
回
の
改
定
に
よ
り
、
東
葛

ク
リ
ニ
ッ
ク
松
戸
お
よ
び
東
葛

ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い
に
停
車
し

な
い
時
間
帯
も
あ
り
ま
す
の

で
、
時
刻
表
を
ご
確
認
の
上
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

松戸駅 東葛ｸﾘﾆｯｸ松戸 東葛ｸﾘﾆｯｸ病院 東葛ｸﾘﾆｯｸ松戸 東葛ｸﾘﾆｯｸみらい 

  8：00 → → 

8：15 → 8：30 8：34 8：41 

8：48 8：52 9：00 9：04 9：11 

9：18 9：22 9：30 9：34 9：41 

9：48 9：52 10：00 → → 

10：09 → 10：20 → → 

10：29 → 10：40 → 10：49 

10：54 → 11：04 → → 

11：13 → 11：24 → → 

11：33 → 11：44 → 11：53 

11：58 → 12：08 → → 

12：17 → 12：28 → → 

12：37 → 12：48 → 12：57 

13：02 → 13：10（終点）   

13：10～14：10は運行しません 

  14：10 14：14 14：21 

14：28 14：32 14：40 14：44 14：51 

14：58 15：02 15：10 → → 

15：19 → 15：30 → → 

15：39 → 15：50 → 15：59 

16：04 → 16：10 → → 

16：19 → 16：30 → → 

16：39 → 16：48（終点）   

東葛クリニック循環バス時刻表（2019年9月改定）（日曜・祝日は運休です） 

循
環
バ
ス
運
行
時
刻 

の
改
定
に
つ
い
て 

＜循環ルート＞  松戸駅   東葛クリニック松戸   東葛クリニック病院 

           東葛クリニックみらい   東葛クリニック松戸 
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オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
透
析
を
受
け
る
た
め
に
、そ

の
日
は
い
つ
も
透
析
か
ら
帰
る
時
間
に
病
院
へ

出
か
け
ま
し
た
。
少
し
変
な
感
じ
。 

 

病
院
に
到
着
し
、
看
護
師
さ
ん
に
案
内
さ
れ

た
更
衣
室
は
シ
ャ
ワ
ー
設
備
も
あ
り
、
旅
行
者

向
け
に
タ
オ
ル
類
も
備
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
着
替

え
を
済
ま
せ
待
合
室
へ
行
き
、
ほ
か
の
患
者
さ

ん
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
患
者
さ
ん
た
ち
の

お
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
た
ち
の

会
話
か
ら
は
透
析
に
対
す
る
認
識
度
の
高
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
透
析
ま
で
の
準
備

段
階
で
す
で
に
病
院
の
環
境
整
備
が
し
っ
か
り

な
さ
れ
て
い
て
、
た
だ
透
析
を
す
る
の
で
は
な

く
、
会
社
へ、
あ
る
い
は
日
々
の
日
常
へ
送
り
出

す
た
め
の
配
慮
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
ま
し

た
。
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
透
析
に
は
、
昼
間
の
透
析

以
上
に
環
境
整
備
の
必
要
性
が
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
し
た
。 

 

し
ば
ら
く
し
て
、
個
室
形
式
の
ベ
ッ
ド
に
案
内

さ
れ
ま
し
た
。
ド
ア
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

落
ち
着
け
る
部
屋
で
し
た
。
壁
も
高
く
、
隣
の

様
子
も
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
監
視
カ
メ
ラ
は
見
上
げ
な
い
と
分
か
ら
な

い
よ
う
な
高
さ
に
設
置
し
て
あ
り
、
圧
迫
感
も

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

血
圧
測
定
は
開
始
と
終
了
の
二
回
行
う
と

の
説
明
で
、
少
し
不
安
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
穿

刺
部
に
は
セ
ン
サ
ー
な
ど
も
付
い
て
お
ら
ず
、

テ
ー
プ
で
留
め
た
の
み
で
し
た
。
寝
て
い
る
間
に

抜
け
は
し
な
い
か
な
ど
心
配
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

22
時
開
始
で
終
了
が
６
時
の
予
定
で
、
８
時

間
の
透
析
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

当
日
は
６
時
台
の
新
幹
線
で
広
島
入
り
し
、

数
カ
所
の
観
光
地
を
回
り
ま
し
た
。
移
動
な
ど

で
疲
れ
て
い
た
せ
い
も
あ
り
、透
析
が
始
ま
る
と

す
ぐ
に
眠
り
に
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 東葛クリニック小岩 

 安藤雅則さん  （５５歳） 

  透析歴 １７年 

患者さん 

体験記 

透析 

『オーバーナイト透析』『オーバーナイト透析』  

体験記体験記    

広
島
県
に
あ
る
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
で 

オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
透
析
を
や
り
ま
し
た 
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何
時
頃
だ
っ
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
途
中
、

看
護
師
さ
ん
に
一
度
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。
へ
ん

な
寝
返
り
を
打
っ
た
の
か
、
回
路
を
体
に
巻
き

込
ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
カ
メ
ラ
の
監
視
だ

け
で
大
丈
夫
か
と
の
不
安
は
必
要
な
か
っ
た
よ

う
で
し
た
。起
こ
さ
れ
た
後
、ま
た
す
ぐ
に
眠
り

に
つ
く
こ
と
が
で
き
、
次
に
起
こ
さ
れ
た
と
き

に
は
も
う
終
了
の
時
間
で
し
た
。 

 

普
段
は
４
時
間
だ
け
で
も
つ
ら
く
感
じ
る
時

が
あ
る
透
析
で
す
が
、
今
回
の
オ
ー
バ
ー
ナ
イ

ト
透
析
で
は
寝
付
く
ま
で
の
時
間
だ
け
が
透

析
時
間
の
よ
う
で
、
つ
ら
さ
を
感
じ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
オ
ー
バ
ー

ナ
イ
ト
を
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
中
に
は
始
め

た
当
初
は
眠
剤
を
使
用
し
て
い
た
患
者
さ
ん

も
い
ら
し
た
そ
う
で
す
が
、
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト

透
析
が
つ
ら
い
と
感
じ
て
い
る
患
者
さ
ん
は
い

な
い
そ
う
で
す
。 

 

オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
透
析
後
は
疲
労
感
も
な

く
、す
ぐ
に
動
き
出
せ
る
感
じ
で
し
た
。今
回
の

除
水
量
は
１
，６
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
で
い
つ
も
よ

り
少
し
少
な
め
で
し
た
が
、
体
重
の
増
加
を
抑

え
た
上
で
の
長
時
間
透
析
は
体
に
も
優
し
い
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。
お
仕
事
を
、
特
に
会
社
勤

め
を
さ
れ
な
が
ら
治
療
を
受
け
て
い
る
患
者

さ
ん
は
、
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
透
析
の
治
療
で
、
よ

り
よ
い
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。 

 

オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
透
析
を
受
け
る
患
者
さ
ん

に
つ
い
て
担
当
の
先
生
に
お
話
を
う
か
が
っ
た

と
こ
ろ
、
透
析
間
の
体
重
増
加
が
少
な
く
、
安

定
し
て
い
る
患
者
さ
ん
を
病
院
側
が
選
び
、
そ

の
中
で
希
望
さ
れ
た
患
者
さ
ん
が
オ
ー
バ
ー
ナ

イ
ト
透
析
を
受
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
や

は
り
患
者
自
身
の
管
理
が
特
に
重
要
に
な
る

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
旅
行
で
は
広
島
で
の
オ
ー
バ
ー
ナ
イ

ト
、
岡
山
倉
敷
で
は
午
前
中
の
透
析
を
経
験
し

ま
し
た
。倉
敷
で
は
サ
テ
ラ
イ
ト
と
い
う
よ
り
は

大
き
な
病
院
で
集
中
し
て
透
析
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
私
が
治
療
を
受
け
た

病
院
は
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
治
療
室
が
二
部
屋
あ
り
、

一
部
屋
に
65
台
の
透
析
装
置
が
あ
っ
て
、
二
部

屋
で
１
３
０
人
の
患
者
が
一
度
に
透
析
で
き
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
ベ
ッ
ド
一
台
一
台
に
パ
ソ
コ
ン

が
備
わ
っ
て
お
り
、
設
備
の
充
実
に
も
驚
き
ま

し
た
。
同
時
に
患
者
の
多
さ
に
も
驚
き
を
感
じ

ま
し
た
。 

 

今
回
の
旅
行
透
析
は
と
て
も
良
い
経
験
で
し

た
。
特
に
、
旅
行
で
の
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
透
析
は

よ
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト

で
あ
れ
ば
旅
行
日
程
の
半
日
を
つ
ぶ
さ
な
く
て

済
み
、
め
い
っ
ぱ
い
時
間
を
使
う
こ
と
が
で
き
る

点
、
そ
の
ぶ
ん
疲
れ
る
の
で
早
く
眠
り
に
つ
く
こ

と
が
で
き
、
透
析
時
間
を
苦
痛
に
感
じ
な
い
点

な
ど
か
ら
、
透
析
を
し
な
が
ら
の
旅
行
に
は
ベ
ス

ト
な
選
択
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

今
回
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
倉
敷
で
も
オ
ー

バ
ー
ナ
イ
ト
透
析
を
実
施
し
て
い
る
よ
う
で
、

地
方
で
は
旅
行
透
析
で
も
受
け
て
く
れ
る
病

院
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
で
す
。
次
回
、
旅
行

に
出
か
け
る
時
に
は
ま
た
経
験
し
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。 
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Ｑ
．
透
析
導
入
し
た
の
は
い
つ
で
す
か  

Ａ
．
平
成
５
年
９
月
21
日
、
44
歳
の
時
で
す
。 

  

Ｑ
．
最
初
に
腎
臓
が
悪
い
と
言
わ
れ
た
の
は
、

い
つ
頃
で
す
か   

Ａ
．
健
康
診
断
な
ど
で
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
な

く
、
い
つ
か
ら
腎
臓
が
悪
く
な
っ
た
の
か
よ
く

わ
か
り
ま
せ
ん
。
27
歳
の
時
に
出
産
し
た
の 

 

で
す
が
、
そ
の
頃
か
ら
血
圧
が
高
か
っ
た
よ 

 

う
で
す
。
26
年
前
（平
成
４
年
）に
近
く
の 

 

病
院
の
内
科
で
腎
臓
が
悪
く
な
っ
て
い
る
と 

 

言
わ
れ
、
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
（本
院
）を

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
東
院
長
の
外
来
を
受
診

す
る
と
、
１
年
以
内
に
透
析
を
始
め
な
い
と

い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ

以
降
の
通
院
は
足
が
重
か
っ
た
で
す
。  

 

Ｑ
．
導
入
当
時
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い  

Ａ
．
い
よ
い
よ
、
透
析
が
必
要
と
言
わ
れ
入
院
し 

 

た
の
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
２
カ
月
間
「 

透
析

は
や
だ
や
だ
！
」っ
て
拒
み
続
け
ま
し
た
。
や

が
て
、
横
に
な
る
と
呼
吸
が
苦
し
く
な
る
状

態
に
な
り
導
入
と
な
り
ま
し
た
。
透
析
を
す

る
と
体
調
が
良
く
な
り
、思
っ
て
い
た
よ
り
辛

く
な
か
っ
た
で
す
。
食
事
も
し
っ
か
り
食
べ
ら

れ
ま
し
た
。た
だ
、両
親
に
は
心
配
を
か
け
た

く
な
か
っ
た
の
で
、
し
ば
ら
く
は
内
緒
に
し
て

い
ま
し
た
。 

 

Ｑ
．通
院
透
析
を
始
め
た
頃
の
思
い
出
は
何
で

す
か   

Ａ
．
平
成
５
年
10
月
に
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
を

退
院
し
、最
初
に
通
院
し
た
の
が
、東
葛
ク
リ

ニ
ッ
ク
五
香
（現
八
柱
）で
す
。
当
時
の
院
長
、

佐
々
木
先
生
に
お
腹
の
エ
コ
ー
で
卵
巣
嚢
腫

を
見
つ
け
て
い
た
だ
き
、
す
ぐ
に
婦
人
科
で

手
術
を
受
け
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
の

お
陰
で
大
事
に
至
ら
ず
助
か
り
ま
し
た
。 

 
 

そ
れ
か
ら
、
私
が
治
療
を
受
け
て
い
た
透
析

室
は
20
床
の
部
屋
で
、ど
う
い
う
わ
け
か
20

人
全
員
が
女
性
で
し
た
。
若
い
男
性
技
士
さ

ん
た
ち
は
、
患
者
さ
ん
か
ら
よ
く
か
ら
か
わ

れ
て
い
ま
し
た
よ
。
そ
の
20
人
で
、
週
末
の
透

析
終
了
後
に
、房
総
半
島
へ１
泊
バ
ス
旅
行
に

行
っ
た
事
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
元
気
で
し

た
し
、
と
て
も
楽
し
い
思
い
出
で
す
。  

 

Ｑ
．学
生
の
頃
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け

ま
す
か  

Ａ
．
出
身
は
山
形
県
山
形
市
で
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
運
動
が
大
好

き
で
し
た
。
特
に
走
る
の
が
得

意
で
、
小
学
校
か
ら
運
動
会
で

は
い
つ
も
リ
レ
ー
の
選
手
で
し
た
。
中
学
校
で

は
、
３
年
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い

ま
し
た
。
９
人
制
の
時
代
で
す
。
高
校
の
時
は

帰
宅
部
で
し
た
が
、
家
で
じ
っ
と
し
て
い
る
の

は
嫌
い
で
、
何
か
し
ら
し
て
い
ま
し
た
。 

 

 東葛クリニック八柱 

 青山せつ子
あ お や ま  せ つ こ

様 （６９歳） 

   透析歴 ２５年 

 このコーナーでは東葛クリニック

グループで透析治療を受けてい

らっしゃる方のお話を紹介してい

ます。 

『『お世話大好き！友達いっぱい！』』    患者さん 

インタビュー 

透析 
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Ｑ
．
お
仕
事
は
さ
れ
て
い
ま
し
た
か  

Ａ
．
高
校
卒
業
後
、
山
形
市
内
の
会
社
で
事
務

職
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
20
歳
の
時
、
東

京
に
行
き
た
い
と
思
い
、
叔
父
が
足
立
区
に

住
ん
で
い
た
の
で
、
そ
の
近
く
の
会
社
に
就
職

し
、
事
務
系
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
26

歳
の
時
に
結
婚
。
翌
年
息
子
を
出
産
し
ま
し

た
。
松
戸
市
に
住
ん
で
い
た
頃
は
、
市
内
の
市

場
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
70
人
の
同
僚
と
の

楽
し
い
思
い
出
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、

白
井
市
に
転
居
し
て
か
ら
は
、
近
所
の
会
社

で
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の

時
の
同
僚
と
は
今
で
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

Ｑ
．
ご
家
族
の
お
世
話
を
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
が 

Ａ
．
以
前
は
両
親
の
介
護
の
た
め
、
山
形
に
通
っ

て
い
ま
し
た
。
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
八
柱
で
の
透

析
を
終
え
、
そ
の
足
で
上
野
駅
に
行
き
、
新

幹
線
で
山
形
市
の
実
家
に
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
市
内
の
透
析
施
設
で
週
３
回
臨
時
透

析
を
受
け
な
が
ら
、
姉
と
兄
の
３
人
で
順
番

に
面
倒
を
見
て
い
ま
し
た
。
父
は
１
０
５
歳
、

母
は
93
歳
ま
で
、
ト
ー
タ
ル
で
４
年
程
そ
の

生
活
が
続
き
ま
し
た
。
大
変
な
事
も
有
り
ま

し
た
が
大
切
な
親
の
た
め
で
す
。 

 
 

今
は
、
週
末
に
小
学
３
年
生
と
幼
稚
園
の
孫

を
預
か
っ
て
い
ま
す
。
夕
方
仕
事
の
帰
り
に

息
子
夫
婦
が
子
供
た
ち
を
迎
え
に
来
る
の

で
、
家
族
み
ん
な
で
夕
食
を
食
べ
て
か
ら
帰

り
ま
す
。幼
稚
園
の
子
は
帰
る
時
に
、『 

き
ょ

う
も
一
日
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』と

言
っ
て
帰
る
ん
で
す
。
可
愛
い
で
す
ね
。
週
末

の
楽
し
い
ひ
と
時
で
す
。 

 

Ｑ
．
趣
味
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
く
だ
さ
い  

Ａ
．
夫
が
車
の
運
転
が
大
好
き
な
の
で
、
二
人
で

色
々
な
所
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
春
に
は
山

形
へ
行
っ
て
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
を
し
ま
し
た

し
、
房
総
の
勝
浦
に
も
行
き
ま
し
た
。
秋
に
は

群
馬
県
の
八
ッ
場
ダ
ム
の
建
設
現
場
見
学
と

紅
葉
を
見
に
行
く
予
定
で
す
。 

家
庭
菜
園
も
好
き
で
、キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
な

ど
色
々
な
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
野

菜
で
料
理
を
作
っ
た

り
、沢
山
実
る
の
で
友

人
に
配
っ
て
い
ま
す
。

お
花
も
大
好
き
な
の

で
、
家
の
中
や
庭
を

鉢
植
え
の
花
で
い
っ
ぱ

い
に
し
て
い
ま
す
。 

   

Ｑ
．病
院
や
ス
タ
ッ
フ
へ
伝
え
た
い
こ
と
は
あ

り
ま
す
か 

Ａ
．い
つ
も
先
生
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
は
お
世

話
に
な
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
２
年
前

の
深
夜
、
鼻
出
血
が
止
ま
ら
ず
、
救
急
車
を

呼
ん
だ
時
、東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
（本
院
）に

断
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
あ
の
時
は
、
「 

何 

で
！
」と
思
い
ま
し
た
。 

 

Ｑ
．
最
後
に
、
他
の
透
析
患
者
さ
ん
に
伝
え
た

い
事
は
あ
り
ま
す
か  

Ａ
．
今
年
の
３
月
か
ら
６
時
間
透
析
を
始
め
ま
し

た
。一
番
の
変
化
は
、２
日
空
い
た
透
析
前
日

の
体
調
が
良
い
事
で
す
。
の
ど
の
渇
き
も
少

な
く
、氷
の
摂
取
量
も
減
り
ま
し
た
。６
時
間

の
長
さ
は
そ
れ
ほ
ど
気
に
な
り
ま
せ
ん
。
疲

労
感
も
な
い
で
す
。
逆
に
５
時
間
を
過
ぎ
た

頃
か
ら
体
が
軽
く
な
る
感
じ
で
す
。
皆
さ
ん

も
一
度
試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。 

 

〈 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
〉 

気
さ
く
で
活
動
的
で
お
話
し
好
き
な
方
で

し
た
。
腎
臓
の
病
気
以
外
に
も
様
々
な
病
気

や
大
き
な
手
術
を
経
験
さ
れ
て
い
ま
す
。
辛

い
事
も
沢
山
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。４
年
前
に

は
変
形
性
膝
関
節
症
で
膝
の
手
術
を
し
た

そ
う
で
、
そ
の
時
の
『 

ひ
ざ
仲
間
』
と
は
、
今

も
月
１
回
食
事
会
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

常
に
前
向
き
で
、
明
る
く
人
か
ら
好
か
れ
る

性
格
、友
達
作
り
の
名
人
で
す
。優
し
い
ご
家

族
に
囲
ま
れ
、
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

色
々
な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

（東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
・
総
務
部 

水
村
宏
之
） 

孫と一緒にトマト狩り 
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外
来

診
療

予
約

電
話

 
Ｔ

Ｅ
Ｌ
 
０

１
２

０
－

１
１

３
－

７
５

１
(
受

付
時

間
8
：
3
0
～

1
7
：
0
0
)
 

※
 
当

院
は

予
約

制
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。
診

察
券

を
お

持
ち

の
方

は
お

手
元

に
ご

用
意

の
上

、
お

電
話

下
さ

い
。
 

※
 
但

し
、
急

患
、
新

患
の

方
は

こ
の

限
り

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。
  

[
受

付
時

間
]
 
午

前
 

８
：
３

０
～

１
２

：
０

０
 
 

午
後

 
１

３
：
３

０
～

１
６

：
３

０
 

[
診

療
時

間
]
 
午

前
 

９
：
０

０
～

１
２

：
３

０
  

 午
後

 
１

４
：
０

０
～

１
７

：
０

０
 

 
※

 
日

曜
・
祝

日
は

休
診

で
す

。
諸

事
情

に
よ

り
担

当
医

が
変

更
に

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。
 

 
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

備
考

 

血
管

外
科

(循
環

器
外

科
) 

 
水

曜
日

 
第

2、
4
の

み
 

午
後

 
 

 
○

 
○

 
 

 

糖
尿

病
外

来
  

午
前

 
○

 
○

 
 

○
 

 
 
 

午
後

 
 

 
 

○
 

 
 

ア
ク

セ
ス

外
来

 
午

前
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
土

曜
日

 
第

2、
4
の

み
 

腎
炎

外
来

 
午

後
 

 
 

 
 

○
 

 
 

第
1、

第
3の

み
 

乳
腺

外
来

 
午

前
 

 
○

 
 

 
 

 
 

ペ
イ

ン
ク

リ
ニ

ッ
ク

 
午

後
 

 
 

○
 

 
 

 
 

ス
ト

ー
マ

外
来

 
午

後
 

 
 

 
○

 
 

 
 

第
2、

第
4の

み
 

腎
不

全
外

来
 

午
前

 
 

○
 

 
 

○
 

 
金

曜
日

 
第

2、
第

4の
み

 

創
傷

ケ
ア

 
午

後
 

 
 

 
 

○
 

 
 

診
療

時
間

 
13

：
30

～
 

フ
ッ
ト

ケ
ア

外
来

  
午

前
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
9
：0

0
～

11
：0

0
 

14
：0

0
～

16
：0

0
 

 
第

2月
曜

日
、

土
曜

日
の

み
 

午
後

 
〇

 
 

 
 

 
○

 

褥
瘡

外
来

 
午

後
 

 
○

 
 

 
 

 
 

診
療

時
間

 
15

：
30

～
16

：3
0
 

胃
内

視
鏡

 
午

前
 

〇
 

○
 

 
○

 
○

 
○

 
 

土
曜

日
 

第
3
の

み
 

大
腸

内
視

鏡
 

午
後

 
 

○
 

○
 

 
○

 
○

 
 

土
曜

日
 

第
1、

第
3
の

み
 

東
葛

ク
リ
ニ

ッ
ク

病
院

 
外

来
診

療
の

ご
案

内
 

 
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

備
考

 

内
科

  
午

前
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
午

後
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 

外
科

 
午

前
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

土
曜

 
第

2，
第

4
の

み
 

腎
臓

内
科

  
 

午
前

 
○

 
○

 
○

 
○

 
 

○
 

土
曜

・午
後

 
第

4の
み

 
午

後
 

○
 

 
 

 
 

○
 

呼
吸

器
内

科
 

午
前

 
○

 
 

 
 

○
 

 
  
 

午
後

 
 

○
 

 
 

 
 

循
環

器
内

科
  

午
前

 
 

 
 

○
 

 
 

木
曜

・午
前

 
診

療
9：

3
0～

  

月
曜

・午
後

 
診

療
14

：
30

～
 

午
後

 
○

 
○

 
 

 
 

 

消
化

器
外

科
 

午
前

 
○

 
 

 
○

 
○

 
 

 

泌
尿

器
科

  
午

前
 

○
 

 
○

 
○

 
 

 
月

曜
 

第
1、

第
3、

第
5
の

み
 

土
曜

・午
後

 
第

1、
第

3、
第

5
の

み
 

月
・火

・木
曜

の
午

後
は

検
査

の
み

 
午

後
 

○
 

○
 

 
○

 
 

○
 

整
形

外
科

  
午

前
 

 
 

○
 

 
 

○
 

土
曜

・午
前

 
第

2，
第

4
の

み
  

午
後

 
 

 
○

 
 

 
○

 

呼
吸

器
外

科
 

午
後

 
 

 
 

 
 

○
 

診
療

時
間

 
14

：3
0～

1
6：

00
 

神
経

内
科

 
午

前
 

 
 

○
 

 
 

 
午

後
診

療
時

間
 

13
：3

0～
15

：
00

 
午

後
 

 
 

○
 

 
 

 

東
葛

ク
リ
ニ

ッ
ク

み
ら

い
 

外
来

診
療

の
ご

案
内

 
[
受

付
時

間
]
 
午

前
 
８

：
３

０
～

１
１

：
３

０
 
 
 午

後
 

１
４

：
０

０
～

１
６

：
３

０
 

[
診

療
時

間
]
 
午

前
 
９

：
０

０
～

１
２

：
０

０
 
 
 午

後
 

１
４

：
３

０
～

１
７

：
０

０
 

東
葛

ク
リ

ニ
ッ

ク
み

ら
い

電
話

 
Ｔ

Ｅ
Ｌ
 

０
４

７
―

３
６

６
―

６
１

５
０

 
 

※
1
 
心

療
内

科
・
物

忘
れ

外
来

は
完

全
予

約
制

で
す

。
 
 
※

 
お

薬
は

院
外

処
方

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
 

 
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

備
考

 

内
科

・
循

環
器

内
科

  
午

前
 

○
 

○
 

 
○

 
○

 
 

 

午
後

 
○

 
○

 
 

○
 

○
 

 

糖
尿

病
外

来
  

午
前

 
 

 
 

○
 

 
 

午
後

 
診

療
時

間
 

14
：0

0
～

 

 
 

 
（受

付
時

間
 

13
：3

0
～

）
 

午
後

 
 

 
 

○
 

 
 

腎
臓

内
科

 
午

前
 

 
 

○
 

○
 

 
 

水
曜

日
 第

2・
4週

の
み

 

木
曜

日
 第

1・
3・

5週
の

み
 

 
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

備
考

 

内
科

・
呼

吸
器

内
科

 
午

前
 

 
 

○
 

 
 

 
 

心
療

内
科

※
1
 

午
前

 
 

 
 

 
 

○
 

午
後

 
診

療
時

間
 

13
：
30

～
 

 
 

 
（受

付
時

間
 

13
：
00

～
）
 

午
後

 
 

 
 

 
 

○
 

禁
煙

外
来

・ 

睡
眠

時
無

呼
吸

外
来

 
午

前
 

 
 

 
 

 
○

 
 

物
忘

れ
外

来
 

午
後

 
 

 
 

 
 

〇
 

 
診

療
時

間
14

：0
0
～

 

（受
付

時
間

13
：
00

～
）
 

 
（
２

０
１

９
年

１
０

月
１

日
現

在
）
 


